
日本胎児心臓病学会スクリーニング委員会
長野県アクションプラン



長野県の胎児重症先天性心疾患診療

長野県立こども病院

出生数/年 (2022年) 12143

重症孤発性先天性心疾患数 (2022年) 25

重症孤発性先天性心疾患数 10,000出生
あたりの発生率 (2022年)

20.6

胎児心エコー精査 (レベル２) 施設 長野県立こども病院

先天性心疾患の手術施設 長野県立こども病院

胎児心エコー認証医数(2022年） 9



長野県の重症先天性心疾患の胎児診断率の推移



長野県の胎児先天性心疾患診断率向上への取り組みへのproject

✓産科医、超音波技師対象の会員制webサイト

✓会員との双方向性の症例相談

✓教育: 胎児診断に関するビデオライブラリー
定期的なweb勉強会

2021年〜 胎児重症先天性疾患の診断率を80%以上に向上するためのプロジェクト
‘Raise to 80’ を開始した。



2018-2021 2021-2024

TGA 62.5% (10/16) 71.4%(5/7)

TAPVC 22.2% (2/9) 44.4% (4/9)

CoA/IAA 28.6 (2/7) 62.5 (5/8)

AVSD 60 (6/10) 66.7 (2/3)

TOF 66.7 (10/15) 61.5 (8/13)

1, Raise to 80 project開始前後での重症胎児先天性心疾患
診断率の比較

✓ TGAの診断率は60-70%で頭打ち。

✓ TAPVCの診断率は依然として低い。



Yes
(59%, 24/41) Yes

(93％, 13/14）

No
(41%)

No

✓ スクリーニングの実施に関しては施設間差異が大きい

2, 長野県の産科医師へのアンケート結果

クリニック 総合病院

Q: 胎児心臓超音波スクリーニング検査を行っていますか？

(回答率 95% (56/59施設) )



Q: 胎児心臓超音波スクリーニング検査を行っていない理由は？

:スクリーニングをしていないクリニック17施設

検査を実施したいが、胎児心臓スクリーニングのトレーニングを受けていない 11
他施設に紹介している（ため自施設では実施していない） 8
外来が忙しく、胎児心臓超音波検査に時間を割くことが難しい 7
検査を提供したいが、実施できる人がいない 4
胎児超音波検査（形態スクリーニング）は産科診療ガイドラインにあるように必須検査
とされていないから

2

検査を実施したいが、胎児心臓スクリーニングが苦手である 2
検査を提供したいが実施（紹介）出来る施設がない 1



✓ まだ、検出率の十分でないTGA, TAPVCに目標を絞り、胎児心エコー
スクリーニング教育を強化して、さらなる診断率向上を目指す。

✓ 信州大学産婦人科学教室と話し合いを行い、共同の事業として、以下の事業を
県下産科施設にアナウンスし、開始している。

1) 胎児心エコーの基本、TGA,、TAPVCの胎児診断の教育ビデオを作成し、
県内全産科施設へ配布。

2) 産科クリニックや総合病院へ直接出張し、胎児心エコーに関するレクチャー、
胎児心エコーの機器設定から実技指導、アフターケアなどのトータルサポート
を行う。

胎児先天性心疾患診断率向上への新たな取り組み



(信濃毎日新聞 2025/6/19)

産科クリニックや総合病院への出張指導
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